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清掃退職者会
新春の集い

元気が一番大事
　

２
月
２
日
、
飯
田
橋
の
中
国
料

理
店
「
桜
蘭
」
で
「
新
春
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

戸
枝
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
。

庄
司
会
長
は
「
元
気
が
一
番
」
と
、

健
康
で
あ
る
こ
と
の
大
事
さ
を
強

調
、
来
賓
の
染
東
京
清
掃
委
員
長

は
「
Ｏ
Ｂ
が
守
り
抜
い
て
き
た
東

京
清
掃
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
」

決
意
を
示
し
、
都
市
環
境
退
出
身

の
小
林
都
庁
退
会
長
は
「
今
年
は

安
倍
と
の
決
戦
の
年
」
と
、
と
も

に
闘
お
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

柳
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
た

後
、
懇
親
。
美
味
し
い
酒
と
美
味

し
い
料
理
で
満
腹
に
な
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
恒
例
の
「
参
加
者
か
ら

の
ひ
と
こ
と
」。
都
庁
退
小
林
会
長

が
「
清
掃
退
の
方
々
の
活
動
の
豊

富
さ
に
感
心
し
た
」
と
感
想
を
述

べ
た
よ
う
に
、
政

治
・
文
化
・
趣
味

か
ら
人
生
訓
ま
で

各
領
域
に
わ
た
る

話
題
が
披
瀝
、
勿

論
、
大
爆
笑
の
連

続
で
し
た
。

　

続
い
て
、
早
く

も
恒
例
に
な
っ
て

き
た
「
長
寿
の
お

祝
い
」。
傘
寿
以
上
の
参
加
者
が
い

な
か
っ
た
の
で
、
来
年
傘
寿
を
迎

え
る
方
に
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。「
開
運
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
は

勝
ち
抜
き
戦
。
結
構
マ
ジ
に
な
る

も
の
で
す
ね
。
勝
ち
抜
い
た
方
だ

け
で
な
く
、参
加
者
全
員
に
ち
ょ
っ

ぴ
り
「
福
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ご
本
人
の
体
調
や
ご

家
族
の
事
情
な
ど
で
直
前
に
参
加

で
き
な
く
な
っ
た
方
が
多
く
、
来

賓
を
含
め
19
名
と
初
め
て
20
名
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
例
年
同
様
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
庄

司
会
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
。
今
年
も
明
る
く
元
気
に
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

参加者からのひとこと
（大爆笑でした）

開運ジャンケン大会勝ち抜き戦
（意外にムキになるようです）

浜離宮庭園・菜の花園
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春の連続講座
●日　時　３月５日（火）
　　　　　５月 21 日（火）

各日とも 13 時開始
●場　所　清掃会館地下ホール
●テーマ　終活セミナー
　　　　　３月「心の整理、葬儀とマナー」
　　　　　５月「遺言と相続」
●講　師　３月・セレモア の専門家
　　　　　５月・税理士

※午後３時（学習会終了後）から懇親会
　人生 100 年時代。人生の終いのことは
元気なうちに整理しておきたいものです。
　３月は、今話題の「エンディング・ノー
ト」を使い、５月は税理
士さんの講演です。
　学習会後の懇親会でも
個別相談が可能です。

お花見ウォーク
●日　程　３月 26 日（火）

10 時 北越谷駅前集合
●場　所　北越谷・元荒川堤

※元荒川堤の桜並木を散策
河原が少し広くなっている場所にシー
トをひろげてお昼（ビール１本付）
２時頃解散の予定

※参加申込みは３月９日までに

第１２回定期総会
●日　程　６月 14 日（金）
　　　　　10 時受付開始の予定
●場　所　清掃会館地下ホール
　　　　※お昼から懇親会
　　　　※出席の案内は４月にお送りし
　　　　　ます。（議案は５月に）

　

今
年
も
「
演
芸
を
楽
し
む
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
２
月
７
日
、
国
　

仲
入
り
前
は
、
６
代
目
を
襲
名

し
た
ば
か
り
の
三
遊
亭
圓
雀
。し
っ

今年も大好評でした
演芸を楽しむ会

立
演
芸
場
２
月
上
席
に

家
族
等
を
含
め
16
名
参

加
。
体
調
不
良
や
ご
家

族
の
事
情
等
に
よ
り
、

直
前
で
参
加
者
が
大
き

く
減
っ
た
こ
と
は
残
念

で
し
た
が
、
新
規
参
加

３
名
は
朗
報
で
す
ね
。

　

看
板
は
「
笑
点
」
で

も
お
な
じ
み
の
三
遊
亭

小
遊
三
。
さ
す
が
の
人

気
で
国
立
演
芸
場
で
は

珍
し
く
満
席
に
近
い
入

り
。
ア
ホ
な
兄
弟
の
珍

妙
な
噺
に
、
客
席
は
大

爆
笑
に
次
ぐ
大
爆
笑
。
こ
の
人
は

や
っ
ぱ
り
面
白
い
。

か
り
し
た
語
り
口
に
将
来
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ナ
イ
ツ
の
笑
い

は
本
物
。「
沖
縄
の
お
み
く
じ

は
凶
し
か
出
な
い
」（
そ
の
心

は
）「
こ
れ
以
上
キ
チ
は
い
ら

な
い
」
な
ん
て
、
退
職
者
会

に
あ
わ
せ
た
よ
う
で
し
た
。

　

出
演
予
定
の
「
ま
ね
き
猫
」

に
代
わ
っ
た
俗
曲
の
桧
山
う

め
吉
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ひ
る
ま

え
ほ
っ
と
」
の
「
か
ん
た
ん

♪
ご
は
ん
♪
」
の
歌
と
三
味

線
の
主
だ
っ
た
と
は
。

　

今
年
も
参
加
者
か
ら
大
好

評
。
早
く
も「
来
年
も
」と
い
う
声
。

や
は
り
笑
う
っ
て
い
い
で
す
ね
。

　　　　※お昼から懇親会
　　　　※出席の案内は４月にお送りし
　　　　　ます。（議案は５月に）
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参
拝
者
が
門
前
ま
で
長
蛇
の
列
。

さ
す
が
に
梅
の
名
所
、
早
咲
き
の

梅
が
見
事
。
お
昼
は
門
前
の
「
鳥

つ
ね
」
で
絶
品
親
子
丼
。
旨
し
。

　

最
後
は
、
半
蔵
門
の
平
河
天
神
。

三
大
天
神
の
中
で
は
最
も
小
規
模
。

梅
も
数
本
で
す
が
、
静
か
な
の
で
、

菅
原
道
真
と
牛
の
伝
承
、
臥
牛
の

像
を
じ
っ
く
り
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

老
舗
・
名
店
を
訪
ね
て
名
物
を

が
も
た
れ
、
そ
の
前
段
、
中
央
市

場
退
役
員
の
案
内
で
豊
洲
市
場
を

見
学
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

築
地
に
比
べ
て
1.7
倍
の
広
さ
が

あ
り
、
魚
の
セ
リ
を
行
う
「
水
産

卸
売
場
棟
」、
青
果
を
扱
う
「
青
果

棟
」、
仲
買
業
者
の
「
水
産
仲
卸
売

場
棟
」
に
分
れ
て
い
ま
す
。
広
さ

を
享
受
で
き
て
い
る
の
は
「
水
産

卸
売
場
」
と
「
青
果
棟
」
で
、「
仲

卸
棟
」
は
狭
く
、
築
地
の
７
割
程

度
し
か
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
衛
生
的
に
な
っ
た
感
は

あ
り
ま
す
が
、
セ
リ
の
見
学
も
ガ

ラ
ス
越
し
で
す
し
、
見
学
経
路
は

制
約
が
多
く
、
食
堂
が
少
な
い
た

め
大
混
雑
、
ち
な
み
に
築
地
場
内

に
あ
っ
た
寿
司
店
な
ど
は
単
価
が

千
円
く
ら
い
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
見
学
会
を
企
画
し
た
方

が
い
い
の
か
ど
う
か
、
迷
い
ま
す
。

　

都
庁
退
組
織
財
政
強
化
対
策
会

議
は
、
各
単
会
と
も
会
員
数
の
減

少
が
止
ま
ら
ず
、
苦
労
し
て
い
ま

す
。
年
金
で
は
食
え
ず
に
働
く
人

が
増
え
て
新
規
加
入
も
減
り
、
現

役
労
組
の
弱
体
化
も
目
立
つ
よ
う

で
す
。
悩
み
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

亀戸天神

湯島天神

ち
ょ
っ
と
買
う

の
は
帰
宅
後
も

楽
し
め
て
い
い

も
の
で
す
。
天

気
に
も
恵
ま
れ

て
、
楽
し
い
１

日
で
し
た
。
次

回
も
花
巡
り
、

お
楽
し
み
に
。

梅と天神めぐり
（２月の歩こう会）

東
風
吹
か
ば 

に
ほ
い
お
こ
せ
よ 

梅
の
花

主
な
し
と
て 

春
な
忘
る
な

　

梅
と
い
え
ば
天
神
。「
そ
う
だ
天

神
行
こ
う
♪
」
の
乗
り
で
、「
梅
と

天
神
め
ぐ
り
」。
江
戸
三
大
天
神
は

亀
戸
・
湯
島
・
平
河
。三
つ
廻
っ
ち
ゃ

お
う
。
２
月
18
日
、
い
い
加
減
な

企
画
に
も
関
わ
ら
ず
、
11
名
参
加
。

　

亀
戸
駅
北
口
に
集
合
、
ま
ず
は

蔵
前
橋
通
り
交
差
点
に
あ
る
江
戸

時
代
の
名
所
梅
屋
敷
跡
を
の
ぞ
き
、

但
元
い
り
豆
本
店
で
豆
菓
子
を
買

い
、
ブ
ラ
ブ
ラ
亀
戸
天
神
へ
。

　
「
藤
に
比
べ
て
梅
の
扱
い
は
少
々

お
粗
末
」
な
ど
と
評
論
し
つ
つ
、

咲
き
始
め
た
梅
の
香
り
を
楽
し
み
、

門
前
の
船
橋
屋
本
店
で
く
ず
餅
を
。

　

電
車
で
御
徒
町
へ
、
か
り
ん
と

う
の
花
月
で
買
物
。
ま
る
で
買
い

物
ツ
ア
ー
だ
ね
。
湯
島
天
神
は
梅

と
合
格
祈
願
の
絵
馬
が
見
ど
こ
ろ
。

鳥つねで親子丼

青果棟

水産卸売場棟

水産仲卸売場棟

豊洲市場見学

築
地
に
比
べ
全
体
規
模
拡
大
、
衛
生
的
な
感
じ
の

一
方
、
卸
売
場
個
々
の
ブ
ー
ス
は
狭
く
活
気
も
？

見
学
場
所
は
限
定
的
で
食
堂
は
大
混
雑

　

２
月
４
日
、
東
京
都
庁

職
員
退
職
者
連
合
会
（
都

庁
退
）
の
組
織
財
政
強
化

対
策
単
会
事
務
局
長
会
議



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
①
水
道
料
金

が
上
が
っ
た
、
②
水
質
が
悪
化
し

た
、
③
経
営
の
透
明
性
が
失
わ
れ
、

虚
偽
申
告
等
の
違
法
が
横
行
な
ど

の
問
題
点
が
続
出
し
、
再
公
営
化

の
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
は
災
害
等
リ
ス
ク
が
大
き

い
事
業
で
す
。
改
正
水
道
法
で
は

大
規
模
災
害
の
リ
ス
ク
は
自
治
体

（
税
金
）、
利
益
は
企
業
と
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
名
乗
り
上
げ

る
事
業
者
は
少
な
い
可
能
性
が
あ

り
、
再
公
営
化
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

追
わ
れ
た
国
際
水
メ
ジ
ャ
ー
が
つ

け
込
ん
で
く
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
自
治
事
業
で
す
。

住
民
参
加
で
考
え
る
こ
と
が
大
事

で
、
民
営
化
は
逆
行
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
５
日
、
東
京
清
掃
の
春
闘

連
続
講
座
１
回
目
は
「
水
道
民
営

化
」
問
題
。
大
田
区
議
奈
須
り
え

さ
ん
が
講
師
で
し
た
。

　

18
年
12
月
に
改
定
水
道
法
が
成

立
、
民
間
企
業
に
水
道
の
運
営
権

を
売
却
す
る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

契
約
」
が
推
し
進
め
ら
れ
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

民
営
化
の
理
由
は
、
①
水
道
施

設
の
老
朽
化
、
②
職
員
の
高
齢
化
、

③
人
口
減
に
よ
る
経
営
難
等
で
す
。

　

そ
う
な
っ
た
の
は
、
水
道
料
金

が
包
括
原
価
方
式
（
原
発
と
同
じ
）

だ
か
ら
で
、
人
を
採
用
し
た
り
、

施
設
改
修
す
る
と
料
金
が
上
が
る

た
め
、料
金
を
上
げ
た
く
な
い
（
首

長
や
議
会
選
挙
の
票
に
な
ら
な
い
）

の
で
、
問
題
を
先
送
り
し
て
き
た

ツ
ケ
が
廻
っ
て
い
る
の
で
す
。

再
公
営
化
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
追
わ
れ
た

水
メ
ジ
ャ
ー
が
日
本
を
狙
う
水
道
民
営
化
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ア
メ
リ
カ
の
農
薬
メ
ジ
ャ
ー
・

モ
ン
サ
ン
ト
社
が
特
許
を
取
り
販

売
し
た
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤

（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
）
は
、
全
て
の

植
物
を
枯
ら
す
簡
便
さ
に
よ
り
世

界
で
最
も
売
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、

特
許
が
切
れ
て
ジ
ュ
ネ
リ
ッ
ク
製

品
が
次
々
登
場
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
15
年
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
国
際
が
ん
研
究
機
関
（
Ｉ

Ａ
Ｒ
Ｃ
）
が
「
発
が
ん
の
可
能
性
あ

り
」
と
指
摘
。
が
ん
発
症
被
害
者

勝
訴
の
裁
判
事
例
も
出
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
脂
肪
肝
疾
患
を
引

き
起
こ
す
と
い
う
実
験
結
果
が
発

表
さ
れ
、日
本
で
は
「
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
は
神
経
毒
性
を
持
ち
得
る
」
と

の
研
究
結
果
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
動

物
実
験
で
「
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
内

分
泌
攪
乱
物
質
」
の
疑
い
が
指
摘
、

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
人
の
尿
中

濃
度
検
査
で
、
高
濃
度
の
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
検
出
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　　
「
安
全
性
に
問
題
な
し
」
と
し
た

ア
メ
リ
カ
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

の
根
拠
は
、
農
薬
製
造
業
者
の
依

頼
で
行
わ
れ
た
国
際
研
究
機
関
に

未
発
表
の
研
究
内
容
で
し
た
。

　

市
販
の
「
サ
ン
フ
ー
ロ
ン

（
大
成
農
材
）」、「
速
攻
除
草

剤
（
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
）」、

「
ネ
コ
ソ
ギ
（
レ
イ
ン
ボ
ー
薬

品
）」、「
草
退
治
シ
ャ
ワ
ー
（
住

友
化
学
）」
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

製
品
。
世
界
で
は
使
用
禁
止

の
動
き
が
主
流
。
危
険
な
除

草
剤
は
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

で
は
、
民
営

化
で
問
題
を
解

決
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
否

で
す
。
民
営
化

が
進
め
ら
れ
た

東
京
清
掃
19
春
闘
連
続
講
座
①

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の
危
険
性
が
次
々
に
指
摘

発
が
ん
物
質
の
危
険
性
あ
り

次
々
と
危
険
性
が
指
摘

安
全
宣
言
の
根
拠
は
フ
ェ
イ
ク

使
用
を
禁
止
さ
せ
よ
う

改
定
水
道
法
の
目
的
は　

 　

民
営
化
促
進
に
あ
り

民
営
化
の
理
由
は　
　
　

問
題
先
送
り
行
政
の
ツ
ケ

民
営
化
で
困
る
の
は
住
民

　

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

水
道
民
営
化
は
住
民
自
治

　

拡
充
に
逆
行
す
る
悪
政 奈須りえ講師
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今
、
日
本
の
高
校
は
外
国
人
学

校
ま
で
す
べ
て
の
学
校
で
教
育
費

が
無
償
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
安
倍
政
権
の
手
に
よ
り
唯
一

朝
鮮
高
校
だ
け
無
償
化
か
ら
排
除

さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
や
韓
国
を

敵
視
す
る
極
め
て
政
治
的
な
差
別

政
策
に
よ
っ
て
、
在
日
コ
リ
ア
ン

の
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
教
育
を

受
け
る
権
利
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
「
無
償
化
排
除
」
に
対

す
る
裁
判
が
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
、
昨
年
10
月
に
高
裁
で

差
別
を
追
認
す
る
不
当
判
決
が
出

さ
れ
、
現
在
、
最
高
裁
で
争
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
裁
判
を
応
援
す
る

東
京
集
会
が
２
月
２
日
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
集
会
は
参
加
者
の
熱

　
「
よ
っ
て
た
か
っ
て
勝
利
ま
で
！
」

　

争
議
支
援
の
一
日
行
動
＝
東
京
総
行

動
が
、
２
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
19
春
闘
の
統
一
行
動
と
し
て
、

経
団
連
前
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
の
総
本
山
・
経
団
連
に
対
し
、

参
加
者
は
声
を
揃
て
糾
弾
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
特
徴
的
行
動
は
、
新
日
鉄
住

金
前
で
「
日
本
製
鉄
元
徴
用
工
裁
判
を

支
援
す
る
会
」
と
共
同
で
行
わ
れ
た
「
強

制
労
働
被
害
戦
後
補
償
」
を
求
め
る
行

動
。
右
翼
や
警
察
に
マ
ス
コ
ミ
も
登
場

し
一
時
騒
然
。
日
本
の
労
働
者
・
市
民

が
「
被
害
当
事
者
を
無
視
す
る
な
」
と

共
闘
し
た
意
義
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

憲法と「建国記念の日」を考える2.11集会

東京総行動

ブラック“経団連”に抗議

東
京
朝
鮮
高
校
生
「
無
償
化
」
裁
判
を
支
援

気
で
あ
ふ
れ
、

差
別
を
許
さ
な

い
闘
い
を
さ
ら

に
強
め
て
い
こ

う
と
確
認
し
ま

し
た
。（
押
田
）

多
文
化
共
生
社
会
実
現
の

た
め
、
レ
イ
シ
ズ
ム
に
対
抗

　

２
月
11
日
、「
憲
法
と
『
建
国
記

念
の
日
』
を
考
え
る
２
・
11
集
会
」

が
連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
し
た
。

　

東
京
大
学
特
任
助
教
の
明
戸
隆

浩
さ
ん
が
「
現
代
日
本
の
レ
イ
シ

ズ
ム
と
反
レ
イ
シ
ズ
ム
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
し
ま
し
た
。（
以
下
報
告
）

　

レ
イ
シ
ズ
ム
は
「
個
人
で
は
変

更
困
難
な
属
性
（
人
種
・
民
族
・

国
籍
・
宗
教
等
）
を
不
当
に
評
価

し
た
り
、
評
価
に
基
づ
き
行
為
す

る
」
こ
と
で
、「
劣
る
」
と
い
う
否

定
的
評
価
だ
け
で
な
い
。「
黒

人
は
身
体
能
力
が
高
い
」
も

「
属
性
で
ほ
め
る
こ
と
は
個
人

の
努
力
等
を
ほ
め
る
こ
と
で

は
な
い
」
か
ら
レ
イ
シ
ズ
ム
。

　

一
方
、
法
律
の
対
象
と
な

る
レ
イ
シ
ズ
ム
は
ず
っ
と
狭

義
で
、
①
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

（
侮
辱
・
脅
迫
・
扇
動
等
）、

②
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
（
暴
行
・

殺
人
等
）、
③
差
別
的
取
り
扱

い
（
権
利
侵
害
等
）
と
し
て

現
れ
た
場
合
に
限
定
。

　

日
本
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
土
台
は
、
１
９
９
０
年
に
始

ま
っ
た
「
歴
史
修
正
主
義
」。

在
日
コ
リ
ア
ン
が
不
当
な
恩

恵
を
受
け
て
い
る
と
す
る

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
（「
在
日
特

権
」）
の
流
布
や
、「
朝
鮮
学
校
襲

撃
事
件
」
な
ど
直
接
的
ヘ
イ
ト
ク

ラ
イ
ム
へ
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
直
接
反
対

す
る
「
カ
ウ
ン
タ
ー
」
が
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
解
消
法
等
の
原
動
力
と

な
っ
た
と
、
具
体
的
抵
抗
の
重
要

性
を
強
調
し
、
今
後
の
課
題
は
、

欧
米
に
劣
る
法
規
制
の
強
化
と
と

も
に
、
①
監
視
、
②
ネ
ッ
ト
対
策
、

③
地
域
連
携
、
④
移
民
政
策
だ
と

指
摘
。
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。
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２
月
24
日
に

行
わ
れ
た
「
辺

野
古
の
米
軍
新

基
地
建
設
に
伴

う
埋
め
立
て
の

賛
否
を
問
う
県

民
投
票
」
の
結

果
は
、
圧
倒
的

多
数
の
「
埋
立

反
対
」で
し
た
。

　

過
去
２
度
に

わ
た
る
知
事
選

で
も
「
新
基
地

建
設
反
対
」
の

民
意
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、

今
回
の
住
民
投
票
は
新
基
地
建
設

の
み
を
対
象
に
し
た
民
意
で
す
。

沖
縄
の
明
確
で
圧
倒
的
な
意
思
表

示
は
「
基
地
は
い
ら
な
い
」
で
す
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
「
辺
野

古
は
普
天
間
運
用
停
止
の
条
件
」

と
、
辺
野
古
へ
の
土
砂
搬
入
を
停

止
せ
ず
、
工
事
を
続
行
し
て
い
ま

す
。
民
意
を
無
視
す
る
こ
と
は
、

民
主
主
義
に
お
い
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

埋
立
地
海
域
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
並

み
と
さ
れ
る
超
軟
弱
地
盤
、
活
断

層
の
存
在
、
360
件
に
も
及
ぶ
高
さ

制
限
を
超
え
た
基
地
周
辺
建
造
物

な
ど
、
物
理
的
に
基
地
建
設
に
無

理
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
基
地

建
設
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
、
何

年
要
す
る
の
か
分
ら
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
最
早
、
辺
野
古

は
普
天
間
の
代
替
た
り
え
ま
せ
ん
。

19
日
行
動
は
、「
普
天
間
基
地
の
即

時
撤
去
」
を
求
め
て
国
会
正
門
前

で
開
催
さ
れ
、
生
憎
の
雨
に
も
関

わ
ら
ず
３
千
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

国
会
各
会
派
の
挨
拶
に
続
き
、

辺
野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
事
務
局
長
は
、

「
安
倍
政
権
は
沖
縄
県
と
約
束
し
た

普
天
間
基
地
の
５
年
以
内
の
運
用

停
止
の
期
限
を
２
月
18
日
に
迎
え

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
国
と
何
ら

協
議
せ
ず
、
普
天
間
を
停
止
で
き

な
い
理
由
を
辺
野
古
新
基
地
建
設

に
反
対
す
る
県
に
責
任
転
嫁
し
て

い
る
」と
、政
府
を
糾
弾
し
ま
し
た
。

ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ
の
安
倍
政
権
を

追
込
む
闘
い
が

重
要
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　

３
月
16
日

に
は
沖
縄
県
民

大
会
に
呼
応
し

て
「
官
邸
前
ア

ク
シ
ョ
ン
」
が

開
か
れ
ま
す
。

こ
の
行
動
を
含

め
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
沖
縄
と

と
も
に
闘
う
姿

勢
を
示
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

●辺野古新基地建設に伴う埋立て

　の賛否を問う県民投票結果

有権者数
投票総数
　投票率
有効票数
賛　　成
反　　対
どちらでもない
無効票数

1,153,591 人
   605,385 票

（52.48％）
   601,888 票（99.42％）
   114,933 票（18.99％）
   434,273 票（71.74％）

   52,682 票  （8.70％）
   3,497 票  （0.58％）

沖縄の圧倒的民意を踏まえ、
辺野古新基地建設の中止を！

民
意
の
無
視
は
民
主
主
義
の
否
定

　

国
土
の
0.6
％
し
か
な
い
沖
縄
に
、

在
日
米
軍
施
設
の
70
％
が
集
中
す

る
こ
と
に
よ
り
、
理
不
尽
な
し
わ

寄
せ
が
沖
縄
に
押
し
付
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。「
沖
縄
は
日
本
で
は
な

い
の
か
」
と
い
う
悲
痛
な
叫
び
を

沖
縄
に
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
東
京
の
地
で
沖
縄
に
寄
り

添
っ
て
闘
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

１
月
30
日
、
沖
縄
県
の
正
当
な

「
埋
立
承
認
撤
回
」
を
、
安
倍
政
権

が
行
政
不
服
審
査
請
求
と
い
う
脱

法
行
為
で
覆
し
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
国
と
沖
縄
県
の
係
争
に
関
し
、

処
理
委
員
会
が
国
の
言
い
な
り
に

な
っ
て
不
当
判
定
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
、
総
務
省
を
ヒ
ュ
ー
マ

ン
チ
ェ
ー
ン
で
取
り
囲
み
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
に
行
わ
れ
た
毎
月
の

雨の２月 19 日行動に清掃退は９名結集

１月 30 日、総務省をヒューマンチェーンで取り囲む

東
京
の
地
で
、
政
府
を
追
詰
め
る
闘
い
を
進
め
よ
う


